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研究成果の概要（和文）：　琉球列島先史・原史時代における環境と文化の変遷を実証的に検証するために二本の柱を
軸として研究を実施した。まず、糸満市に所在するフェンサ城貝塚の発掘調査である。本遺跡は、貝塚時代後期後半か
らグスク時代にかけての遺跡であり、両時期における環境と文化の変遷を理解するために、学際的なチームで臨んだ。
その結果、両時期に環境と文化が激変していた事を解明した。次に、本研究の目的を達成するために、計９回の研究会
を開催した。この研究は若手を中心とし、北は種子島から南は先島諸島までカバーし、学際的および国際的な研究会で
あった。これらの発表を通して当該地域の考古学が世界的にみて大変重要な地域である事が確認された。

研究成果の概要（英文）：  In order to understand environmental and cultural changes during the pre-and pro
 to-historic times in the Ryukyu archipelagos, we conducted two main approaches. One is the excavation of 
the Fensa Gusuku Shellmidden, which is dated late Shellmidden and Gusuku periods. The excavation team cons
isted of not only archaeologists but also other scientific areas.The analyses of the interdisciplinary app
roach have revealed that there was enormous environmental and cultural changes between the two periods.
   The another approach was a total of nine study meetings. More than 70 presentations were given. The mee
ting is characterized by as follows. a) It covered from Tane island to Sakishima islands. b)Most presenter
s were young ones. c)It covered other islands in the world, such as Oceanea, California Channel islands, a
nd  Caribbean Islands. d) It consisted of not only archaeologists but also other fields. As a results, ext
remely unique aspects of cultural and environmental were understood.
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１．研究開始当初の背景 
 海外の島の先史学では島の環境は大変デ
リケートで、特に人間集団が島嶼環境に植民
すると大きな環境変化が引き起こされると
いわれていた。また、島嶼環境は大陸と比較
して食資源を含む資源に乏しい。人間集団が
島嶼環境に適応した際、その後人口はキャリ
ーイング・キャパシティーに向かって急増す
る。人口の急増に加えて、人間集団による森
林資源利用や土地利用等もデリケートな島
嶼環境に影響を与えた事が知られていた。実
際世界の島々では、人間集団が植民すると環
境の劣悪化あるいは破壊が起こり、大量の動
物の絶滅が起こった。人間集団植民後の環境
の劣悪化あるいは破壊と動物の大量絶滅は
島の先史学では「常識」あるいは「ルール」
と解釈されていた。さらに、世界の島々では
劣悪化する環境の中で文化の変遷もおこっ
た。すなわちヒトの集団が彼らを取り巻く環
境に影響を与え、その環境が文化の変遷に大
きく寄与したのである。 
 琉球列島（特に南島中部圏＜奄美・沖縄諸
島＞）においては本土復帰以降の開発により
日本の他地域と同様に考古学的データの蓄
積は膨大なものとなっていた。しかしながら、
他地域でみられた「常識的」な文化現象の存
在については全く理解されていなかった。琉
球列島においては環境と文化に関する視点
で先史・原史時代の研究が実施されていなか
ったからである。つまり、琉球列島の島々を
「南島」や「南西諸島」等と表現される事は
多々あったが、世界の他の島の先史学とは異
なり、本列島の先史・原史時代を島嶼環境と
いう特殊性を考慮した研究は皆無であった。
また、本土復帰後の膨大な資料の蓄積にも関
わらず、時間の物差しとなる土器編年も不明
な点がいくつも存在した。文化の変遷に関し
ては大まかに旧石器時代→貝塚時代→グス
ク時代と考えられていたが、これらの時代に
おける環境と文化の変遷に関しての理解も
ほとんどなされていなかった。さらに、琉球
列島のような島嶼環境における先史・原史時
代を理解するためには、考古学のみならず他
の関連分野との情報の共有等も必要不可欠
であったが、このような機会も限られていた。
また、同様に琉球列島全域の考古学的情報を
議論する場もなかった。さらに、琉球列島先
史・原史時代をより客観的に理解するために
は世界の他地域の情報を得る必要もあるが、
このような機会も存在しなかった。つまり、
琉球列島先史・原史時代における環境と文化
の変遷に関する総合的な情報は皆無に近い
状況であった。  
２．研究の目的 
 本研究において主な目的を３つ設定した。
まず、琉球列島先史・原史時代において人間
集団・文化による環境へのインパクトおよび
環境から人間集団・文化への影響の有無を実
証的に検証することである。つまり、世界の
島々の考古学的データおよび解釈と同様に、

琉球列島においても人間集団の植民後に環
境の劣悪化あるいは破壊がおこったのか、あ
るいは琉球列島の考古学的データは、この世
界的な傾向あるいは「定説」を否定するので
あろうか。 
 次に、本研究では文化の変遷についても詳
細に検証する事も目的とした。先史時代（主
に貝塚時代）から原史時代（グスク時代）に
かけて、大きな変遷があったといわれている
が、その規模はどれほどであったのであろう
か。さらに、数千年にもわたる貝塚時代にお
ける文化の変遷はどのようなものであった
のであろうか。 
 最後に、第一と第二の目的を総合的に検証
し、琉球列島先史・原史時代における環境と
文化の変遷に関しての結論を得る事である。 
３．研究の方法 
 上記の目的を達成するために、本研究では
２本の方法をコアとした。１本目は、沖縄県
糸満市に所在するフェンサ城貝塚の発掘調
査である。貝塚時代後半(後 2期)からグスク
時代にかけて大きな文化の変遷があったと
いわれているが、後２期とグスク時代の両文
化層を包含する遺跡はほとんどなく、その稀
な遺跡の一つが本貝塚である。後２期からグ
スク時代における環境と文化の変遷を検証
するために、考古学プロパーのみならず、動
物考古学、貝類学、古人骨学、あるいは古代
民族植物学等の関連分野の研究者も調査に
参加した。いわゆる学際的なアプローチであ
る。 
 2 本目のコアは、琉球列島先史・原史時代
をより多角的に理解するために、琉球環境文
化史研究会という研究会を開催した。本研究
会は以下の点で特徴付けられる。本研究会以
前に地理的に北は種子島から南の石垣島ま
でを研究対象とした研究会は存在していな
かった。本研究会では、琉球列島北部圏から
南部圏までカバーした。同様に、本研究以前
は、考古学以外の研究分野と情報を共有する
という機会も限られていた。本研究では、サ
ンゴ礁学や堆積学等の関連分野の研究者に
参加・発表してもらった。さらに、琉球列島
における考古学研究は、他国の島々に関する
情報をほとんど有していなかった。それゆえ、
本研究では海外の研究者および海外の島嶼
環境の環境と文化について研究を行ってい
る研究者に参加・発表をしてもらった。琉球
環境文化史研究会は広域性、学際性、および
国際性で特徴付けられる。さらに、１本目お
よび２本目のコアにおいて、20 代後半から
40 代前半の若手が中心であった事も本研究
の特徴の一つである。 
 
４．研究成果 
 a)フェンサ城貝塚発掘調査 
 平成 21年度〜平成 23 年度に 3次にわたり
発掘調査を実施した。同貝塚は、石灰岩丘陵
の突端部に所在し、後２期およびグスク時代
の複合遺跡である。発掘調査の主な目的は、



後２期からグスク時代における１）土器やそ
の他の人工遺物の変遷にかんする詳細な検
証、２）貝類および脊椎動物利用戦略の検証、
3）植物食利用の解明であった。加えて、沖
縄（琉球列島）考古学初の試みとなるフェン
サ城貝塚人による環境への影響を検証する
という本研究の最重要目的もあった。 
 崖上、崖下、および低地に計 10 箇所のト
レンチを設定した。II 層がグスク時代で、III
層が後２期であった。崖上は主にグスク時代
の遺構や遺物が検出され、崖下からはグスク
時代および後２期の包含層が確認された。 
 詳細な出土遺物の分析から、後２期からグ
スク時代にかけてフェンサ城貝塚（おそらく
奄美大島を含む南島中部圏）において、人工
遺物も自然遺物も激変していた事を明示す
るデータを得た。例えば、土器に関して後２
期の土器はその前時代の土器からの流れで
理解する事ができるが、グスク時代の土器は
後２期の系譜では説明ができないほど変遷
していた。また、貝類利用に関しては、後２
期には他の貝塚時代の遺跡と同様にマガキ
ガイ等のサンゴ礁域の貝類を採集していた
が、グスク時代には貝類をほとんど利用しな
いという、沖縄考古学において初めてとなる
見解を提供する事ができた。さらに、脊椎動
物利用に関しては、後２期にはやはり同時期
の他遺跡と同様にサンゴ礁域に生息するブ
ダイ等の魚類を利用していた。しかし、グス
ク時代には魚類が激減する一方で、ウシ等の
家畜動物が急増する。1mm 程の小型魚骨の分
析からは、後２期にはサンゴ礁の魚類を利用
していたが、グスク時代になると回遊魚を食
していた事も判明した。植物食利用にしても
後２期には野生植物を食料として利用して
いたが、グスク時代になるとイネ等の栽培植
物が主な食料となった事も判明した。 
 さらに、カタツムリの分析を通して、後２
期には人による環境への影響はほとんどみ
られないが、グスク時代になると農耕の開始
に伴い、森林伐採があった事を沖縄（琉球列
島）考古学において初めて示す事もできた。
同一遺跡においてこのような成果が得られ
た遺跡は未だかつて存在しない。 
 フェンサ城貝塚における発掘結果により、
後２期とグスク時代という約 100 年から 200
年という短期間に劇的な文化変遷があった
事を明示する事ができた。 
 b)琉球環境文化史研究会 
 琉球列島先史・原史時代をより多角的に理
解する事を目的として、本研究研究期間に計
９回の研究会を開催した。若手を中心に延べ
70 人以上の研究発表があった。上記したよう
に、この研究会は、広域性、学際性および国
際性で特徴付けられる。このような研究会は
未だかつて存在せず、計９回の研究発表会を
通して、重要な情報を共有し、交換し、議論
する機会を持てた。その結果、特筆すべき点
がいくつも得られた。 
 まず、土器編年に関して、主に南島中部圏

に集中して検証した。その結果、以下の点に
おいて意義ある成果を得た。①新編年呼称：
地理的・行政的な理由等で、様々な編年が提
唱されていたが、それらの問題点を吟味し、
新たな編年案を提唱した。本報告で使用して
いる編年は新編年案に基づいている。②編年
と同様に、本研究以前においては土器研究者
により個別的・地域的に実施されていた分析
に関して、彼らが議論できる場を提供し、よ
り最小の単位で分析・検証を行った。その結
果、研究期間以前と比較してより緻密な土器
編年（案）を確立する事ができた。③より緻
密な土器編年をもとに、土器を含む人工遺物
や住居跡等の遺構に関して、貝塚時代に変化
は認められるが、文化の一大画期は貝塚時代
とグスク時代にかけてであった事を確認し
た。 
 本研究は学際的な研究でもあり、他の分野
からも大変意義のある情報が得られた。その
いくつかを紹介すると、まず、サンゴ礁環境
形成についてである。当該地域においては、
約 6500 年前にサンゴ礁形成開始期があり、
約 4000 年前に今日みられるサンゴ礁環境が
形成した。貝類分析によると、約 6500 年前
から小規模なサンゴ礁環境が存在した可能
性があるが、サンゴ礁環境の成立期およびそ
の後に人々はこの環境の魚貝類を多用して
いた。サンゴ礁形成期とサンゴ礁資源利用が
合致したのである。また、この地域における
農耕の開始に関しては長年の論争があった
が、本研究により開始期が 9〜11 世紀であっ
たことも突き止めた。炭素・窒素安定同位体
分析によると貝塚時代の人々は海資源を大
いに利用したが、グスク時代になると植物食
（おそらく栽培植物）がウェイトを占めるよ
うになる。植物利用および動物利用もやはり
貝塚時代とグスク時代に一大画期があった
事を示した。また、炭素十四年代の精査も実
施され、土器編年と理科学的年代の比較検討
も行われ、より緻密な編年を確立した。 
 さらに、この点も琉球列島考古学で初めて
のことであるが、海外の島々すなわちカリフ
ォルニアチャネル諸島、カリブ海、ミクロネ
シア、メラネシアおよびウォーレシアの島々
に関する報告もあった。その結果、琉球列島
先史・原史時代を客観的に理解することがで
きた。さらに、上記の研究成果と合わせて、
世界的にみて琉球列島先史・原史時代の稀少
的価値も判明した。具体的に述べると、１）
旧石器時代にホモ・サピエンスがいた島、２）
狩猟採集民がいた島、３）狩猟採集から農耕
への変遷のあった島、４）狩猟採集のバンド
社会から王権の成立した島、５）人間集団に
よる環境への影響が最小であった可能性の
ある島。5）については、農耕の開始したグ
スク時代において森林伐採等はあったが、そ
の影響も最小限であった。この点については、
琉球環境文化史研究会において、最新の堆積
学による分析にからも支持されている。 
 以上より導かれる結論は、貝塚時代におい



ては環境と文化が調和して共存し、グスク時
代になると農耕の開始による陸域環境にお
ける人による影響はあるものの、他の島々に
みられた動物の絶滅は皆無であった。さらに、
陸域における環境の変遷は、海域まで影響を
もたらす事がなかった。フェンサ城貝塚の発
掘調査および琉球環境文化史により、本研究
の目的は達成できたと考える。さらに本研究
を通して若手研究者の育成にも大きく貢献
した。 
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